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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期

第１四半期
連結累計期間

第39期
第１四半期
連結累計期間

第38期

会計期間
自 2020年４月１日
至 2020年６月30日

自 2021年４月１日
至 2021年６月30日

自 2020年４月１日
至 2021年３月31日

売上高 （千円） 20,916,052 24,179,173 108,531,067

経常利益 （千円） 2,097,863 3,090,534 14,090,803

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 1,507,654 2,311,852 10,225,669

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 1,533,349 2,347,295 11,077,235

純資産額 （千円） 28,131,147 36,949,576 37,688,817

総資産額 （千円） 56,555,714 64,053,912 71,181,334

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 9.28 14.23 62.95

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 49.7 57.7 52.9

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 2,276,920 △2,960,308 14,578,204

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △262,023 △302,528 △1,381,960

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △1,166,267 △6,018,086 △4,053,092

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 22,327,942 22,888,485 32,042,603

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的流行は、今後の経過によっては、当社グループの財政状

態、経営成績等に影響を及ぼす可能性があり、引き続き今後の状況の変化を注視してまいります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）における当社グループを取り巻く事業環境

において、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的流行下、世界経済は各国でのワクチン接種の進捗や政策

支援の有効性の違いなどにより回復の格差が見られました。そして、米国など幾つかの先進国での景気回復が急速に

進んだ一方で、中国を除く新興国・途上国での回復が遅れ、さらにウイルスの変異株台頭による感染再拡大も見られ

たことから依然として不透明な状況が続きました。このような情勢下、IT市場では、IoT（モノのインターネット）

による情報ネットワークの拡大やデータソースの多様化に加え、世界各地での移動や渡航制限によりモバイル、クラ

ウド、ビッグデータ、ソーシャルネットワークの重要性が高まり、それらに関連した技術革新や利便性向上などが見

られました。なお、同期間の主要通貨に対する円相場は、各国の景気や金融・貿易政策等に対する見方を反映し、前

年同期の平均レートと比較すると対ドルでは僅かに円安、対ユーロ及び対中国元では円安となりました（為替変動に

よる連結業績への影響は、売上高を約10億円押し上げ、営業利益を約５億円押し上げたと試算）。

 

このような事業環境の下、当社グループは、2021年５月12日に発表した2025年３月期を最終年度とする中期経営方

針「Wacom Chapter３」に則って、引き続きペンやインクのデジタル技術で常に市場の主導権を握り、「意味深い成

長（財務的な成長だけではなく、私たちのお客様が製品・サービスのユーザー体験を通じて感じる成長であり、私た

ちが日々の暮らしを営む社会やコミュニティ全体が新たな学びを積み重ねていくことであり、一人一人の自己実現を

通じた成長で構成される多面的な意味を持つ成長）」を目指して事業運営にあたりました。当第１四半期連結累計期

間では、IoT、VR（仮想現実）/MR（複合現実）、AI（人工知能）、セキュリティ（安全性）、教育といった成長分野

において、事業モデルを一段と進化させるための戦略を協業パートナーとともに推し進めるとともに、生産性やコス

ト構造の改善にも全社的に努め、経営判断の質の向上を通して経営課題に取り組みました。

 

ブランド製品事業については、創造性発揮のための最高体験をお客様にお届けするため、技術革新に取り組むとと

もに、顧客サービスの向上に努めました。当第１四半期連結累計期間では、主力のクリエイティブソリューションに

おいてディスプレイ製品を中心に販売を伸ばしたことなどから、ブランド製品事業全体としての売上高は、前年同期

を上回りました。

 

テクノロジーソリューション事業については、デジタルペン技術（アクティブES：Active Electrostatic、EMR：

Electro Magnetic Resonance）の事実上の標準化に取り組むとともに、タブレット・ノートPC市場での利用拡大や教

育市場での事業機会の拡大に努めました。当第１四半期連結累計期間では、AESテクノロジーソリューション及びEMR

テクノロジーソリューション他ともに売上高が前年同期を上回り、テクノロジーソリューション事業全体としての売

上高は、前年同期を上回りました。

 

中期経営方針の戦略軸に沿った全社的な取り組みとしては、成長の促進を図るため、投資効率を意識しつつ、新た

なコア技術やビジネスモデルの開発への積極的な投資を行いました。また、新たに社外女性取締役が着任し、多様で

専門的な視点を有する取締役会メンバーによる本質的な議論をさらに活発化させ、経営の質を高めることに努めまし

た。

（注）新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的流行下での当社グループの事業活動への影響等については、

「第２　事業の状況　２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　（１）財政状態

及び経営成績の状況　＜新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的流行下における事業活動への影響及び取り

組み＞」をご覧ください。

 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は次のとおりとなりました。

①　財政状態

当第１四半期連結会計期間末における資産の残高は、64,053,912千円となり、前連結会計年度末に比べ

7,127,422千円減少しました。これは主に、原材料及び貯蔵品が1,124,388千円増加し、現金及び預金が9,154,118

千円減少したことによります。

負債の残高は、27,104,336千円となり、前連結会計年度末に比べ6,388,181千円減少しました。これは主に賞与

引当金が3,792,000千円及び１年内返済予定の長期借入金が3,000,000千円減少したことによります。
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純資産の残高は、36,949,576千円となり、前連結会計年度末に比べ739,241千円減少しました。これは主に、親

会社株主に帰属する四半期純利益で2,311,852千円増加し、剰余金の配当で3,086,536千円減少したことによりま

す。これらの結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ4.8ポイント増加し、57.7％となりました。

 

②　経営成績

当第１四半期連結累計期間における売上高は24,179,173千円（前年同期比15.6％増）となり、営業利益は

3,028,493千円（同36.6％増）、経常利益は3,090,534千円（同47.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

2,311,852千円（同53.3％増）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

 

a. ブランド製品事業
 
＜クリエイティブソリューション＞

クリエイティブソリューションは、ディスプレイ製品の売上高が前年同期を大幅に上回ったことなどから、

増収となりました。また、2021年３月期より引き続き、一部製品において、アンドロイドOSやクロームOSへの

対応を進めました。
 
○　ディスプレイ製品

「Wacom Cintiq Pro（ワコム シンティック プロ）」は、営業活動を活発に行い、前年同期の売上高を大幅

に上回りました。「Wacom Cintiq（ワコム シンティック）」についても、前年同期の売上高を大幅に上回り

ました。2020年３月期に発表した「Wacom One（ワコム ワン）液晶ペンタブレット13」は、前年同期の売上高

を上回りました。これらの結果、ディスプレイ製品全体の売上高は、前年同期を大幅に上回りました。
 

○　ペンタブレット製品

「Wacom Intuos Pro（ワコム インテュオス プロ）」は、経年等の影響がある中、営業活動を活発に行い、

前年同期の売上高を大幅に上回りました。「Wacom Intuos（ワコム インテュオス）」は、経年に加え、需要

に落ち着きが見られたこと等の影響により、前年同期の売上高を下回りました。「One by Wacom（ワン バイ

ワコム）」は、前年同期の売上高を上回りました。これらの結果、ペンタブレット製品全体の売上高は、前年

同期を僅かに上回りました。
 

○　モバイル製品他

デジタルペン搭載タブレット市場が拡大し競争環境が大きく変化するなか、Windows 10搭載クリエイティブ

タブレット「Wacom MobileStudio Pro（ワコム モバイルスタジオ プロ）」の寄与により、モバイル製品の売

上高は、前年同期を大幅に上回りました。また、モバイル製品以外のスタイラスペン製品を中心とした売上高

は、前年同期を小幅に上回りました。これらの結果、モバイル製品他全体の売上高は、前年同期を上回りまし

た。

 

＜ビジネスソリューション＞

液晶ペンタブレットの売上高は、営業活動を活発に行い、前年同期を大幅に上回りました。この結果、ビジ

ネスソリューション全体の売上高は、前年同期を大幅に上回りました。

 

これらの結果、ブランド製品事業の売上高は12,960,278千円（前年同期比20.1％増）、セグメント利益は

2,484,376千円（同72.9％増）となりました。

 

b. テクノロジーソリューション事業
 
＜AESテクノロジーソリューション＞

生産サプライチェーンオペレーションの制限があった中、AESテクノロジーソリューション全体の売上高

は、前年同期を僅かに上回りました。アクティブES方式デジタルペン製品については、OEM（相手先ブランド

名製造）提供先のメーカー各社から引き続き高い評価を得ております。

 

＜EMRテクノロジーソリューション他＞

生産サプライチェーンオペレーションの制限があった中、OEM提供先のメーカー向けの売上高は、全体とし

て増加しました。この結果、EMRテクノロジーソリューション他全体の売上高は、前年同期を上回りました。

 

これらの結果、テクノロジーソリューション事業の売上高は11,218,895千円（前年同期比10.8％増）、セグメ

ント利益は1,613,729千円（同7.5％減）となりました。
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＜新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の世界的流行下における事業活動への影響及び取り組み＞

当第１四半期連結累計期間での当社グループの事業活動への影響及び取り組みについては、下記のとおりであり

ます。

ブランド製品事業では、当第１四半期連結累計期間において、各国間で状況に差はあるものの概ね経済活動が再

開されたことに伴い営業活動を活発に行いました。その結果、主にクリエイティブソリューションのプロ向けの

ディスプレイ製品及びペンタブレット製品、ビジネスソリューションの販売に回復が見られました。一方で、需要

に落ち着きが見られた、クリエイティブソリューションのペンタブレット製品の中価格帯モデルの販売に影響を及

ぼしました。

テクノロジーソリューション事業では、当第１四半期連結累計期間において、東南アジアでの感染再拡大や世界

的な半導体不足を受けて、生産サプライチェーンオペレーションが制限されたことなどから、AESテクノロジーソ

リューション及びEMRテクノロジーソリューション他の業績に影響を及ぼしました。

全社的な取り組みとしては、全世界的に、テレワークの実施等柔軟な勤務体制を継続することで、コロナ禍後の

新しい働き方の在り方を検討するとともに、従業員の安全確保、感染拡大防止に向けた社会的責任の遂行を図りま

した。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ、

9,154,118千円減少（前年同期は786,475千円増加）し、当第１四半期連結会計期間末には22,888,485千円となりまし

た。
 

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの内訳は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、2,960,308千円（前年同期は2,276,920千円の収入）となりました。これは、当

第１四半期連結累計期間において賞与引当金の減少額3,806,037千円及び法人税等の支払額3,481,647千円などの支

出要因が、税金等調整前四半期純利益3,089,939千円及び仕入債務の増加額1,943,706千円などの収入要因を上回っ

たことによります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、302,528千円（前年同期は262,023千円の使用）となりました。主な内訳は、有

形固定資産の取得による支出221,384千円及び無形固定資産の取得による支出67,349千円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、6,018,086千円（前年同期は1,166,267千円の使用）となりました。主な内訳

は、長期借入金の返済による支出3,000,000千円及び配当金の支払額2,907,007千円であります。

 

（３）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

 

（５）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の総額は、1,116,565千円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 552,000,000

計 552,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年８月６日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 166,546,400 166,546,400
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 166,546,400 166,546,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年４月１日～

2021年６月30日
－ 166,546,400 － 4,203,469 － 4,044,882

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（2021年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

    2021年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 4,097,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 162,431,300 1,624,313 －

単元未満株式 普通株式 18,000 － －

発行済株式総数  166,546,400 － －

総株主の議決権  － 1,624,313 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が15,200株含まれております。ま

た、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数152個が含まれております。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式61株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2021年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ワコム
埼玉県加須市豊野台２丁目

510番地１
4,097,100 － 4,097,100 2.46

計 － 4,097,100 － 4,097,100 2.46

（注）当第１四半期会計期間末日現在の自己株式数は、4,097,161株であります。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2021年４月１日から2021

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、PwCあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 32,042,603 22,888,485

売掛金 10,807,775 10,837,298

商品及び製品 12,217,001 13,180,816

仕掛品 192,564 317,427

原材料及び貯蔵品 2,095,489 3,219,877

その他 3,649,870 3,319,435

貸倒引当金 △31,991 △35,001

流動資産合計 60,973,311 53,728,337

固定資産   

有形固定資産   

その他（純額） 4,936,804 4,882,904

有形固定資産合計 4,936,804 4,882,904

無形固定資産   

その他 1,531,827 1,499,527

無形固定資産合計 1,531,827 1,499,527

投資その他の資産   

その他 3,797,713 4,001,465

貸倒引当金 △58,321 △58,321

投資その他の資産合計 3,739,392 3,943,144

固定資産合計 10,208,023 10,325,575

資産合計 71,181,334 64,053,912

負債の部   

流動負債   

買掛金 10,880,110 12,855,208

１年内返済予定の長期借入金 4,000,000 1,000,000

未払法人税等 3,984,039 1,331,644

賞与引当金 4,140,060 348,060

役員賞与引当金 110,926 122,525

製品保証引当金 443,863 462,728

その他 6,047,010 7,114,800

流動負債合計 29,606,008 23,234,965

固定負債   

長期借入金 2,000,000 2,000,000

退職給付に係る負債 933,859 959,988

資産除去債務 262,557 263,654

その他 690,093 645,729

固定負債合計 3,886,509 3,869,371

負債合計 33,492,517 27,104,336
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,203,469 4,203,469

資本剰余金 6,103,758 6,103,758

利益剰余金 29,430,675 28,655,991

自己株式 △1,864,850 △1,864,850

株主資本合計 37,873,052 37,098,368

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 114 354

為替換算調整勘定 △183,303 △147,761

退職給付に係る調整累計額 △1,046 △1,385

その他の包括利益累計額合計 △184,235 △148,792

純資産合計 37,688,817 36,949,576

負債純資産合計 71,181,334 64,053,912
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

売上高 20,916,052 24,179,173

売上原価 13,314,513 15,123,831

売上総利益 7,601,539 9,055,342

販売費及び一般管理費 5,384,247 6,026,849

営業利益 2,217,292 3,028,493

営業外収益   

受取利息 12,964 7,874

為替差益 － 69,950

その他 26,198 8,524

営業外収益合計 39,162 86,348

営業外費用   

支払利息 9,588 11,307

為替差損 106,832 －

和解金 41,988 13,000

その他 183 0

営業外費用合計 158,591 24,307

経常利益 2,097,863 3,090,534

特別利益   

固定資産売却益 － 1,848

特別利益合計 － 1,848

特別損失   

固定資産除却損 2,635 2,443

投資有価証券評価損 50,171 －

特別損失合計 52,806 2,443

税金等調整前四半期純利益 2,045,057 3,089,939

法人税等 537,403 778,087

四半期純利益 1,507,654 2,311,852

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,507,654 2,311,852
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

四半期純利益 1,507,654 2,311,852

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 174 240

為替換算調整勘定 26,267 35,542

退職給付に係る調整額 △746 △339

その他の包括利益合計 25,695 35,443

四半期包括利益 1,533,349 2,347,295

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,533,349 2,347,295

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 2,045,057 3,089,939

減価償却費 585,211 483,414

株式報酬費用 － 3,759

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,252 3,043

賞与引当金の増減額（△は減少） △756,333 △3,806,037

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 9,847 11,599

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 13,018 25,696

受取利息及び受取配当金 △12,964 △7,874

支払利息 9,588 11,307

為替差損益（△は益） 97,329 △31,740

有形固定資産売却損益（△は益） － △1,848

有形固定資産除却損 － 2,443

無形固定資産除却損 2,636 －

投資有価証券評価損益（△は益） 50,171 －

売上債権の増減額（△は増加） △3,359,670 △11,056

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,277,826 △2,174,013

仕入債務の増減額（△は減少） 4,926,413 1,943,706

未払消費税等の増減額（△は減少） 203,379 338,928

その他 43,367 633,965

小計 2,583,475 515,231

利息及び配当金の受取額 20,838 16,768

利息の支払額 △8,944 △10,660

法人税等の支払額 △318,449 △3,481,647

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,276,920 △2,960,308

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △211,880 △221,384

無形固定資産の取得による支出 △48,954 △67,349

有形固定資産の売却による収入 － 1,848

敷金及び保証金の差入による支出 △1,189 △19,274

敷金及び保証金の回収による収入 － 3,631

投資活動によるキャッシュ・フロー △262,023 △302,528

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 － △3,000,000

リース負債の返済による支出 △99,986 △111,079

配当金の支払額 △1,066,281 △2,907,007

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,166,267 △6,018,086

現金及び現金同等物に係る換算差額 △62,155 126,804

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 786,475 △9,154,118

現金及び現金同等物の期首残高 21,541,467 32,042,603

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 22,327,942 ※ 22,888,485
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、買戻し義務を

負っている有償支給取引については、金融取引として有償支給先に残存する支給品の期末棚卸高について棚卸資産を

認識するとともに、有償支給取引に係る負債を認識しております。また、一部のリベートについては、従来、売上債

権から控除する方法によっておりましたが、リベートに係る負債として認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１四半期

連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の四半期連結貸借対照表において、「流動資産」の「売掛金」が117,169千

円、「仕掛品」が71,882千円、「原材料及び貯蔵品」が716,884千円増加し、「流動負債」の「その他」が905,935千

円増加しております。なお、当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法に

より組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月

31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益

を分解した情報を記載しておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企

業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与える影響はあり

ません。
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（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　当座貸越契約

当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。これ

らの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2021年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2021年６月30日）

当座貸越極度額 2,000,000千円 2,000,000千円

借入実行残高 －千円 －千円

差引額 2,000,000千円 2,000,000千円

 

２　コミットメントライン契約

当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行２行とコミットメントライン契約を締結してお

ります。これらの契約に基づく借入未実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2021年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2021年６月30日）

コミットメントラインの総額 3,000,000千円 3,000,000千円

借入実行残高 －千円 －千円

差引額 3,000,000千円 3,000,000千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

現金及び預金勘定 22,327,942千円 22,888,485千円

現金及び現金同等物 22,327,942千円 22,888,485千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月８日

取締役会
普通株式 1,136,976 7.0 2020年３月31日 2020年６月５日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月12日

取締役会
普通株式 3,086,536 19.0 2021年３月31日 2021年６月８日 利益剰余金

（注）　2021年５月12日取締役会決議による１株当たり配当額には、特別配当５円50銭を含んでおります。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ブランド製品

事業

テクノロジー
ソリューション

事業
計

売上高      

外部顧客への売
上高

10,789,206 10,126,846 20,916,052 － 20,916,052

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － － － －

計 10,789,206 10,126,846 20,916,052 － 20,916,052

セグメント利益 1,437,295 1,744,856 3,182,151 △964,859 2,217,292

（注）１．セグメント利益の調整額△964,859千円は、報告セグメントに帰属しない当社の管理部門等にかかる費用で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
ブランド製品

事業

テクノロジー
ソリューション

事業
計

売上高      

外部顧客への売
上高

12,960,278 11,218,895 24,179,173 － 24,179,173

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

－ － － － －

計 12,960,278 11,218,895 24,179,173 － 24,179,173

セグメント利益 2,484,376 1,613,729 4,098,105 △1,069,612 3,028,493

（注）１．セグメント利益の調整額△1,069,612千円は、報告セグメントに帰属しない当社の管理部門等にかかる費用

であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、以下のとおりであります。

当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント

ブランド製品事業
テクノロジー

ソリューション事業
計

日本 1,795,357 4,184,257 5,979,614

米州 3,902,698 224,078 4,126,776

欧州 2,923,404 234,118 3,157,522

中国 2,361,216 4,484,310 6,845,526

その他 1,977,603 2,092,132 4,069,735

顧客との契約から生じる収益 12,960,278 11,218,895 24,179,173

外部顧客への売上高 12,960,278 11,218,895 24,179,173

（注）　売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

１株当たり四半期純利益 9円28銭 14円23銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 1,507,654 2,311,852

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
1,507,654 2,311,852

普通株式の期中平均株式数（株） 162,425,099 162,449,239

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

─ ─

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

　当社は、2021年７月30日開催の取締役会において、会社法第459条第１項及び当社定款の規定により読み替えて適

用される同法第156条第１項の規定に基づき、自己株式を取得することを決議いたしました。

 

１．自己株式の取得を行う理由

　当社は、中期経営方針『Wacom Chapter３』のもと、株主還元を重要な経営課題と認識しており、2021年５月12

日開催の取締役会において、2025年３月31日までの期間に総額100億円を上限とする自己株式の取得を実施する

「自己株式の取得に係る方針」を策定しております。

　この度の自己株式の取得は、上記の方針に基づき、現下の投資機会、資本効率、株価水準等を総合的に勘案いた

しました上で実施するものであります。

 

２．取得の内容

(1）取得する株式の種類　　　　　　当社普通株式

(2）取得する株式の総数　　　　　　2,000,000株（上限）

　　　　　　　　　　　　　　　　　（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合　1.23％）

(3）株式の取得価額の総額　　　　　10億円（上限）

(4）取得する期間　　　　　　　　　2021年８月２日～2021年10月29日

(5）取得する方法　　　　　　　　　東京証券取引所における市場買付け

 

２【その他】

2021年５月12日開催の取締役会において、2021年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のと

おり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

１．配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　3,086,536千円

２．１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　19.0円（普通配当13.5円、特別配当5.5円）

３．支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　　2021年６月８日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書  

 

2021年８月５日

株　式　会　社　ワ　コ　ム

 取　締　役　会　御 中

 

 

Ｐ ｗ Ｃ あ ら た 有 限 責 任 監 査 法 人

東京事務所
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 戸　田　　　栄　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 光　廣　成　史　　㊞

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ワ

コムの2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2021年４月１日から2021

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ワコム及び連結子会社の2021年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。
 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査

人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社

から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎

となる証拠を入手したと判断している。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成すること

が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め
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られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レ

ビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期

連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明する

ことが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の

事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示してい

ないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単

独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並び

に監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガード

を講じている場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。

 

以　　上

 

（注）１． 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

 （四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２． ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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